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自治基本条例だより 

古賀市って、どんなまち？ 
第２回古賀市自治基本条例(仮称)策定委員会が開催されました 

策定委員会の進め方・役割を再確認 
第２回目となる古賀市自治基本条例（仮称）

策定委員会が、２月１０日（火）夜７時から市

役所中会議室で開催されました。 

会ではまず、前回のご意見・ご質問を受けて、

策定委員会の進め方と役割、スケジュールなど

について、改めて確認しました。 

多くの市民の共感が得られる古賀市らしい

実効性ある条例にするための案を、世代も立場

も多様な市民で構成されたこの委員会で、手間

ひまをかけてつくっていくことが大事です。 

古賀市ってこんなまち 
続いて、「古賀市の現状～まず、自分のまち

を知ることからはじめよう～」と題した市職員

の話を聞き、今後の土台となる市の基本的情報

を共有しました（２ページ）。その話題提供を

受けて、４～５人の６つのグループで「古賀市

ってどんなまち？」というテーマで話し合い、

各グループでどんな話が出ていたかを報告し

合いました。 

自己紹介・パート２ 
第１回では市長も一緒に大きな輪をつくり、

１人ずつごく短い自己紹介を全員で行いまし

た。今回は、小さなグループで「自己紹介カー

ド」を使って、右上囲みの①～③の３つの話題

ごとにメンバーを替えながら、自己紹介した

り、話題提供や会の進め方について意見や感想

を聞き合ったりして、策定委員がお互いのこと

を少しずつ知っていく場をつくりました。 

〈自己紹介・パート２～３つの話題〉 

①私と古賀市のまちづくりや地域とのつな

がり・活動など 

②「古賀市ってこんなまち」の話題提供や情

報交換の感想など（２ページ） 

③今回の策定委員会への期待・不安や「こん

なふうに進めたい」という意見など 

メンバーを替えながら行った小グループの

自己紹介と話し合いでは、それぞれが地域やま

ちづくりに多様な関わりや経験、思い、考えを

持っていることがお互いにわかってきました。 

これからがスタートですが、今後、様々なテ

ーマで各委員が雑談も交え対話と交流を重ね

ていく中で、互いの違いを認め合ったり、共通

するところから、少しずつ、まちづくりの仕組

みにつながる発想が出てきたり、自治基本条例

の姿が浮かび上がってくることと思います。 

～古賀の自治基本条例づくりの“いま”をお伝えします～ 
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【もっとくわしい古賀市自治基本条例についての情報／お問い合わせ先】 

○インターネットでは、古賀市ホームページ下「注目コーナーピックアップ」の『自治基

本条例』のボタンを押していただくか、検索サイトで『古賀市自治基本条例』を検索し

てください。スマートフォンは、右の QR コードを読み込んでください。 

○お問い合わせ先（事務局）：古賀市総務部総務課 地域コミュニティ室 コミュニティ係 

・電話：092-942-1165 ・E メール：commu@city.koga.fukuoka.jp 

古賀市の概況 

●面 積：42.11㎢ 

●人 口：58,451人 

  0～14 歳：  8,495人 

 15～64歳：37,257人 

 65 歳以上：12,699人 

（高齢化率：21.7%） 

○世帯数：23,802 世帯 

まず、自分のまちを知ることからはじめよう 

古賀市ってどんなまち？策定委員それぞれ～自己紹介・話題②より＊ 

◇おおむね住みやすい 

◇住み良いまち 

◇私の住んでいる所は、高齢者一人暮らしが多

く、福祉会活動に重点をおいています。住み

よい所です。学校は近いし、外に出た子供も

帰って来ます。 

◇古賀のゴルフ場の話が面白かった！もっと、

まちの小さな情報を知りたいです。ローカル

な話は面白い！住み心地良いという話がきけ

て嬉しい。 

◇コンパクト・シティとして、自然、教育、経

済や工業、医療・福祉・地域活動などがバラ

ンス良くまとまっている。 

◇交通の要衝、コンパクトシティ 

◇博多に近い!!（福岡市に近い！） ・北九州に

も行ける 

◇私の住んでいる所は、とても便利の良い所だ

と思うが、地域によっては不便な所もある 

◇自然豊かで福岡市に近い（交通機関をつかま

えれば） ・山側は交通が不便 

◇インフラ等はわりと充実しているが地域差が

ある 

◇交通の便…確かに車はいる。住みよい町だと

自分なりには思う。 

◇住民でいながら知らない事が多いなと思っ

た。市内交通網の整備(高齢化しての移動手段) 

◇古賀市に住んでいるが、色々と知らない事が多く

て、そうなんだと思いました。 

◇子どもも大きいので、子育て環境（児童館、でん

でんむし、COSMOX）について何も知らなかっ

た。交通の便は悪いと思う（他の市のようにコミ

ュニティバスがあれば） 

◇菜の花祭り～素敵で毎年参加 

◇温泉があって、山あり海あり 

◇ウォーキングであちこち課題が見えてくる。自然

の豊かさを残したい。もっと自慢になると思う。

水辺公園の施設（柵など）を修繕すれば、もっと

安心 

◇自然は豊かだが、個人主義が強い気がする。心が

豊か？ 

◇私にとって古賀市は、人に特に子どもに優しくな

いね。 

◇古賀駅にとめていた自転車やバイクのいたずら

や盗難が多い。 ・古賀駅の駐輪場においてボラ

ンティアの方が自転車をきれいに並べてくださ

っている 

◇皆さん熱心に考えられてるのでスゴいなと思う。 

◇“知るプロセス”、“共感する機会”がたくさんあ

って、これからも楽しみですね 

住みやすい 

コンパクト・シティ 

博多に近い・便利 

交通利便性…地域差あり 

住んでいても知らない 

自然、山、海 

人の心…豊か？優しい？ 

熱心・すごい 

〔平成 26 年3 月末現在〕 

これから… 

話題提供を受けて話し合いました 

古賀市の魅力※ 

・豊かな自然と誇れる歴史遺産 

・大都市への近接性と高い交通利便性 

・強い工業力 

・充実した教育と子育て環境 

・進んだ医療体制と健康づくり環境 

・活発な文化芸術・スポーツ活動 

・盛んな地域活動と NPO・ボラン

ティア 

＊「自己紹介カード」の内容をすべてそのまま掲載 

時代の潮流・課題※ 

・グローバル化の進展 

・環境保全意識の高まり 

・安全・安心に対する関心の高まり 

・人口減少・少子高齢化の進行 

・中央集権から地方分権(地域主権) 

への移行 

・共働のまちづくり 

・まちの個性と魅力の創出・定着 

 

※第 4 次古賀市総合振興計画より 


